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「
拭
え
な
か
っ
た
も
の
」 

          



創作テレビドラマ大賞 応募用紙 2 

〇 

梗
概 

今
治
タ
オ
ル
の
製
造
方
法
で
ハ
ン
カ
チ
を
製
造
す

る
株
式
会
社
丹
張
。
当
企
業
の
副
社
長
で
あ
る
今
井

吉
規
（
３
０
）
は
、
企
業
の
業
績
を
回
復
す
る
べ
く
、

O
E
M

導
入
を
企
て
て
い
た
が
、
商
工
会
議
所
と
の
協

議
の
末
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
を
父
親
で

あ
り
社
長
で
あ
る
今
井
竜
吾
（
６
０
）
へ
伝
え
る
と
、

今
井
は
自
身
が
携
わ
っ
て
き
た
ハ
ン
カ
チ
の
製
造
に

対
し
て
、
今
治
と
い
う
土
地
に
対
し
て
恨
み
を
感
じ 

る
様
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

工
場
の
今
後
に
つ
い
て
明
確
な
施
策
を
打
ち
出
せ

な
い
、
か
つ
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
今
井
を
励
ま
し

た
い
と
考
え
て
い
る
吉
規
は
、
旧
友
で
あ
る
佐
古
篤

人

(

３
０

)

か
ら
、
佐
古
の
奥
さ
ん
で
あ
り
吉
規
の

旧
友
で
も
あ
る
佐
古
莉
子

(

３
０

)

が
担
任
を
受
け

持
つ
生
徒
達
に
対
し
て
、
校
外
授
業
を
実
施
し
、
会

社
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
て
み
て
は

ど
う
か
と
勧
め
を
受
け
る
。 

 

と
あ
る
日
、
莉
子
は
３
０
名
ば
か
り
の
小
学
１
年

生
を
引
率
し
て
、
株
式
会
社
丹
張
へ
訪
れ
る
。
今
井
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を
始
め
、
丹
張
の
従
業
員
達
が
、
実
際
の
ハ
ン
カ
チ

の
製
造
工
程
を
生
徒
達
に
見
せ
な
が
ら
、
も
の
づ
く

り
の
現
状
を
伝
え
る
。 

 
莉
子
と
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
吉
規
は
、
会
話
の

中
で
、
株
式
会
社
丹
張
が
葛
藤
し
て
い
る
現
状
を
打

ち
明
け
る
。
だ
が
、
莉
子
か
ら
は
将
来
に
向
け
た
施

策
や
将
来
像
に
囚
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
過
去
に
感

じ
た
モ
ノ
ご
と
を
振
り
返
る
事
が
、
切
羽
詰
ま
っ
て

い
る
吉
規
に
と
っ
て
は
大
切
で
は
な
い
か
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
。 

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
吉
規
は
、
会
社
が
無
く

な
る
事
で
生
じ
る
拭
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
モ
ノ
を

悔
い
る
の
で
は
無
く
、
今
ま
で
与
え
て
き
た
モ
ノ
、

拭
っ
て
き
た
モ
ノ
を
振
り
返
る
事
こ
そ
が
、
今
自
身

に
、
欠
け
て
い
る
行
為
で
は
な
い
か
と
自
認
す
る
。 

 

自
身
を
振
り
返
っ
た
吉
規
は
、
今
治
タ
オ
ル
と
い

う
伝
統
に
今
も
尚
、
魅
了
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
拭
う

こ
と
が
出
来
な
い
事
を
理
解
し
、
社
長
で
あ
る
今
井

と
共
に
会
社
の
進
む
道
に
つ
い
て
話
し
合
う
。 
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〇 

登
場
人
物 

今
井
吉
規
（
３
０
）
株
式
会
社
丹
張
の
副
社
長 

今
井
竜
吾
（
６
０
）
株
式
会
社
丹
張
の
社
長
。
吉
規

の
父
親 

佐
古
篤
人

(

３
０

)
 

吉
規
の
旧
友 

佐
古
莉
子

(
３
０

)
 

吉
規
の
旧
友
。
佐
古
の
奥
様 

佐
藤
学
（
２
４
）

 
株
式
会
社
丹
張
の
従
業
員 

小
塚
み
か
（
７
）
莉
子
の
生
徒
。
小
学
１
年
生 

小
学
生

A

（
７
）
莉
子
の
生
徒
。
小
学
１
年
生 

小
学
生

B

（
７
）
莉
子
の
生
徒
。
小
学
１
年
生 

小
学
生

C

（
７
）
莉
子
の
生
徒
。
小
学
１
年
生 

従
業
員

A
 

 
 

株
式
会
社
丹
張
の
従
業
員 

従
業
員

B
 

 
 

株
式
会
社
丹
張
の
従
業
員 

店
員

A
 

 
 

 

串
焼
き
「
灯
」
の
店
員 
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〇
株
式
会
社
丹
張
・
全
景
（
夜
） 

株
式
会
社
丹
張
と
書
か
れ
た
ア
ル
ミ
看
板
。 

 

〇
同
・
第
一
工
場
（
夜
） 

照
明
の
点
い
て
い
な
い
工
場
。 

暗
闇
の
中
で
も
色
鮮
や
か
に
映
え
る
壁
一
面 

の
ボ
ビ
ン
。 

工
場
内
に
は
沢
山
の
整
経
機
と
織
機
。 

 

○
同
・
執
務
室
前
（
夜
） 

暗
闇
の
廊
下
で
一
際
目
立
つ
、
一
つ
の
重
厚 

な
扉
。 

扉
に
は
、
『
執
務
室
』
の
印
字
。 

 

○
同
・
執
務
室
（
夜
） 

照
明
の
点
い
て
い
な
い
室
内
。 

規
則
正
し
く
並
べ
ら
れ
た
３
０
卓
の
デ
ス
ク
。 

 
 

 

小
気
味
よ
く
鳴
り
響
く
タ
イ
ピ
ン
グ
音
。 

壁
掛
け
時
計
の
針
は
１
２
時
を
指
す
。 

作
業
着
姿
の
今
井
吉
規
（
３
０

）
、

缶
コ
ー 
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ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
一
人
で
黙
々
と
作
業
を 

し
て
い
る
。 

 
 

 

吉
規
はP

C

を
ま
じ
ま
じ
と
見
な
が
ら
、
２
０

秒
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
頭
を
抱
え
る
。 

机
上
に
は
吉
規
のP

C

と
携
帯
、
「

O
E
M

導 
入
に
関
す
る
検
討
結
果
」
「
株
式
会
社
今
治 

繊
維
と
のM

&
A

の
ご
提
案
」
と
書
か
れ
た
資 

料
が
各
１
部
ず
つ
置
か
れ
て
い
る
。 

机
上
に
置
か
れ
た
携
帯
に
通
知
が
届
く
。 

吉
規
、
携
帯
画
面
を
覗
き
込
む
。 

携
帯
画
面
「
父
：
今
日
の
朝
礼
後
い
い
か
？
」 

吉
規
、
八
の
字
眉
を
し
な
が
ら
、
壁
掛
け
時 

計
を
見
つ
め
る
。 

 

○
瀬
戸
内
海
（
朝
） 

快
晴
の
青
空
。 

穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
に
数
隻
の
船
が
浮
遊
し 

て
い
る
。 

 

○
株
式
会
社
丹
張
・
駐
車
場
（
朝
） 
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駐
車
場
に
沢
山
の
車
が
入
庫
し
て
い
る
。 

大
半
の
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
愛
媛
ナ 

ン
バ
ー
。 

始
業
の
チ
ャ
イ
ム
が
駐
車
場
に
響
き
渡
る
。 

 

○
同
・
第
一
工
場
（
朝
） 

壁
一
面
に
は
色
鮮
や
か
な
ボ
ビ
ン
。 

工
場
内
に
は
多
様
な
機
器
。 

糸
を
ク
リ
ー
ル
に
立
て
る
様
子
。 

タ
イ
コ
と
よ
ば
れ
る
木
管
に
糸
を
巻
き
取
る 

様
子
。 

木
管
か
ら
柄
模
様
の
順
に
糸
を
巻
く
様
子
。 

ジ
ャ
ガ
ー
ド
織
機
で
糸
を
織
る
様
子
。 

多
く
の
従
業
員
達
は
真
剣
な
眼
差
し
で
整
経 

作
業
、
織
り
作
業
を
行
っ
て
い
る
。 

工
場
内
の
通
路
を
闊
歩
し
な
が
ら
、
様
子
を 

見
て
回
る
吉
規
。 

吉
規
の
歩
く
向
か
い
側
か
ら
佐
藤
学
（
２
４
） 

が
歩
い
て
く
る
。 

佐
藤
「
副
社
長
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 



創作テレビドラマ大賞 応募用紙 8 

吉
規
「
お
は
よ
う
」 

吉
規
は
目
元
に
隈
を
作
り
な
が
ら
も
、
口
角 

を
上
げ
挨
拶
を
返
す
。 

 
 

 

佐
藤
が
吉
規
の
横
を
通
り
過
ぎ
る
や
否
や
、 

吉
規
の
顔
か
ら
笑
顔
が
消
え
る
。 

目
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
通
路
を
歩
く
吉
規
。 

吉
規
の
歩
く
向
か
い
側
か
ら
今
井
竜
吾
（
６ 

０
）
が
歩
い
て
来
る
。 

向
か
い
か
ら
歩
い
て
来
る
今
井
の
表
情
は
朗 

ら
か
で
あ
り
、
従
業
員

A
に
向
か
っ
て
大
き 

な
声
で
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
る
。 

今
井
「
お
は
よ
う
さ
ん
、
久
し
ぶ
り
に
見
た
気
が
す

る
な
。
息
子
、
元
気
に
し
て
い
る
か
？
」 

従
業
員

A

「
は
い
、
お
陰
様
で
」 

今
井
「
そ
り
ゃ
ー
よ
か
っ
た
、
今
日
も
頑
張
っ
て
く

れ
よ
」 

従
業
員

A

「
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

従
業
員

A

へ
の
挨
拶
を
終
え
、
通
路
に
視
線 

を
戻
す
今
井
。
そ
の
後
、
向
か
い
か
ら
歩
い 

て
来
る
吉
規
の
存
在
に
気
づ
く
。 
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吉
規
、
今
井
に
対
し
て
軽
く
会
釈
を
し
た
後
、 

少
し
俯
き
な
が
ら
、
歩
を
進
め
る
。 

今
井
、
先
ほ
ど
ま
で
の
柔
和
の
表
情
か
ら
一 

変
、
真
剣
な
眼
差
し
で
コ
ク
リ
と
頷
き
、
歩 

み
出
す
。 

吉
規
と
今
井
、
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
な
く
互 

い
の
横
を
通
り
過
ぎ
る
。 

 

○
同
・
工
場
脇 

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
吉
規
。 

手
元
に
は
、
株
式
会
社
丹
張
の
ロ
ゴ
が
刺
繍 

さ
れ
た
ハ
ン
カ
チ
。 

吉
規
、
ハ
ン
カ
チ
を
見
つ
め
な
が
ら
、
深
く 

白
い
吐
息
を
吐
き
出
す
。 

吉
規
の
座
っ
て
い
る
ベ
ン
チ
に
向
か
っ
て
、 

今
井
が
歩
い
て
来
る
。 

吉
規
、
ハ
ン
カ
チ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
仕
舞
う
。 

無
言
で
吉
規
の
横
に
座
る
今
井
。 

今
井
、
ベ
ン
チ
に
座
る
や
否
や
胸
ポ
ケ
ッ
ト 

か
ら
タ
バ
コ
の
箱
を
取
り
出
す
。 
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今
井
「
吸
う
か
？
」 

タ
バ
コ
を
口
に
喰
え
な
が
ら
、
吉
規
に
も
一 

本
差
し
出
す
今
井
。 

吉
規
「
も
う
辞
め
た
の
で
、
大
丈
夫
で
す
」 

今
井
、
吉
規
の
返
答
を
聞
い
た
後
、
タ
バ
コ 

の
箱
を
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
仕
舞
い
、
口
元
の
タ 

バ
コ
に
火
を
着
け
る
。 

し
ば
ら
く
沈
黙
の
時
間
が
流
れ
る
。 

 
 

 

吉
規
、
洗
面
所
で
顔
を
洗
う
様
に
顔
を
擦
る
。 

そ
の
後
、
一
回
深
く
呼
吸
を
す
る
。 

吉
規
「
先
日
の
件
の
結
論
が
出
ま
し
た
」 

勢
い
良
く
話
し
始
め
る
吉
規
。 

今
井
「

…
…

O
C
N

だ
っ
け
か
？
」 

吉
規
「…

…

違
い
ま
す
、

O
E
M

で
す
。

O
rig

inal 

E
quipm

ent M
anufacturer

の
略
で
す
」 

今
井
「

O
E
M

、

O
E
M

。
あ
れ
、

O
C
N

は
？
」 

吉
規
「

O
C
N

は
お
そ
ら
く
契
約
し
て
い
る
携
帯
の
プ

ラ
ン
の
や
つ
で
す
」 

今
井
「
あ
ー
そ
れ
が

O
C
N

か
。
も
う
ど
れ
が
、
ど
れ

か
、
よ
う
分
か
ら
ん
。
ど
う
ぞ
、
続
け
て
」 
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今
井
、
気
に
留
め
ず
、
タ
バ
コ
を
吸
う
。 

吉
規
は
す
ぐ
に
語
り
始
め
る
こ
と
は
せ
ず
、 

一
度
唾
を
飲
み
込
む
。 

吉
規
「
丹
張
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
は
あ
な
た
た
ち
が
思

っ
て
い
る
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
な
い
と
」 

今
井
の
タ
バ
コ
を
吸
う
手
が
一
度
止
ま
る
が
、 

す
ぐ
に
再
び
タ
バ
コ
を
吸
い
直
す
。 

吉
規
「
丹
張
に

O
E
M

を
導
入
す
る
価
値
は
な
い
。
こ

れ
が
商
工
会
議
所
の
結
論
で
し
た
」 

吉
規
、
急
に
気
が
緩
ん
だ
の
か
、
発
言
後
、 

ベ
ン
チ
に
深
く
腰
を
か
け
る
。 

今
井
、
タ
バ
コ
を
灰
皿
に
擦
り
付
け
捨
て
る
。 

そ
の
後
、
腕
を
組
み
、
し
ば
ら
く
硬
直
す
る
。 

今
井
「
そ
う
か…
…

。
ご
苦
労
」 

今
井
、
ベ
ン
チ
か
ら
立
ち
上
が
り
、
工
場
の 

中
へ
と
入
っ
て
い
く
。 

吉
規
、
ベ
ン
チ
に
座
り
な
が
ら
、
今
井
の
様 

子
を
横
目
で
追
う
。 

 

○
株
式
会
社
丹
張
・
外
（
夕
） 
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茜
色
の
空
。 

終
業
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
響
き
渡
る
。 

 

○
同
・
第
一
工
場
（
夕
） 

吉
規
、
行
き
交
う
従
業
員

B

と
挨
拶
を
す
る
。 

従
業
員

B

「
お
疲
れ
様
で
す
」 

吉
規
「
お
疲
れ
様
で
す
」 

 

○
同
・
工
場
脇
（
夕
） 

自
販
機
で
ホ
ッ
ト
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
買
う
吉 

規
。
そ
の
後
、
工
場
脇
の
ベ
ン
チ
に
座
る
。 

吉
規
、
沢
山
の
車
が
駐
車
場
か
ら
出
て
い
く 

様
子
を
ベ
ン
チ
に
座
り
な
が
ら
、
見
つ
め
る
。 

吉
規
「…

…

２
年
。…

…

３
年
。
上
出
来
で
５
年
」 

吉
規
は
小
声
で
軽
や
か
に
呟
き
な
が
ら
、
缶 

コ
ー
ヒ
ー
を
嗜
む
。 

空
は
茜
色
に
輝
い
て
い
る
。 

吉
規
、
首
が
も
げ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
角
度
で 

上
空
を
見
上
げ
る
。 

茜
色
の
空
に
自
販
機
の
購
入
音
が
響
き
渡
る
。 
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吉
規
、
自
販
機
の
購
入
音
の
鳴
る
方
向
へ
と 

顔
を
向
け
る
。 

吉
規
が
向
い
た
方
向
か
ら
、
吉
規
と
同
じ
缶 

コ
ー
ヒ
ー
を
持
っ
た
今
井
が
現
れ
る
。 

今
井
、
吉
規
を
見
て
少
し
足
を
止
め
る
。
そ 

の
後
、
無
言
で
吉
規
の
隣
に
座
る
。 

吉
規
、
今
井
が
隣
に
座
る
様
子
を
横
目
で
確 

認
し
た
後
、
再
び
茜
色
の
空
を
見
上
げ
る
。 

沈
黙
の
時
間
が
流
れ
る
。 

吉
規
と
今
井
が
座
る
ベ
ン
チ
に
若
い
集
団
の 

騒
い
だ
声
色
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

吉
規
と
今
井
、
正
門
の
あ
る
方
角
を
同
じ
タ 

イ
ミ
ン
グ
で
向
く
。 

 

○
同
・
正
門
（
夕
） 

中
学
生
集
団
が
下
校
し
て
い
る
様
子
。 

 

○
同
・
工
場
脇
（
夕
） 

中
学
生
集
団
の
下
校
様
子
を
ま
じ
ま
じ
と
見 

つ
め
る
吉
規
と
今
井
。 
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○
同
・
正
門
（
夕
） 

元
気
か
つ
騒
が
し
い
様
子
の
中
学
生
集
団
。 

 
○
同
・
工
場
脇
（
夕
） 

中
学
生
集
団
を
見
つ
め
な
が
ら
、
同
じ
タ
イ 

ミ
ン
グ
で
缶
コ
ー
ヒ
ー
に
口
を
つ
け
る
吉
規 

と
今
井
。 

中
学
生
軍
団
の
声
が
次
第
に
遠
退
く
の
と
比 

例
し
て
、
今
井
の
背
中
は
丸
く
な
る
。 

 

○
同
・
正
門
（
夕
） 

正
門
か
ら
人
影
が
い
な
く
な
る
。 

 

○
同
・
工
場
脇
（
夕
） 

今
井
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
地
面
に
置
き
、
手
を 

膝
に
当
て
る
。 

吉
規
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
溢
さ
な
い
様
気
を
つ 

け
な
が
ら
、
少
し
背
筋
を
伸
ば
す
。
そ
の
後
、 

再
び
空
を
見
上
げ
る
。 
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吉
規
「…

…

質
問
し
て
い
い
？
社
員
と
し
て
で
は
な

く
」 

今
井
「
ん
？…

…

な
ん
や
？
」 

今
井
の
視
線
が
吉
規
の
顔
へ
と
向
く
。 

吉
規
「
卒
様
式
や
上
京
す
る
時
に
ハ
ン
カ
チ
を
振
る

慣
わ
し
。
あ
れ
っ
て
本
当
に
あ
っ
た
の
？
」 

今
井
「…

…

口
を
開
い
た
と
思
え
ば
、
そ
ん
な
事
か
」 

吉
規
「
そ
ん
な
し
ょ
う
も
無
い
こ
と
で
も
無
い
と
思

う
け
ど
」 

今
井
「
確
か
に
昔
は
や
っ
て
い
た
な
。
わ
し
も
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
ま
で
見
送
り
行
っ
た
時
し
と
っ
た
わ
」 

吉
規
「
ド
ラ
マ
は
誇
張
表
現
じ
ゃ
な
い
と
」 

今
井
「
そ
う
」 

吉
規
「
ち
な
み
に
あ
れ
っ
て
ハ
ン
カ
チ
じ
ゃ
な
い
と

い
け
な
か
っ
た
の
？
」 

今
井
「…
…

そ
れ
は
知
ら
ん
」 

吉
規
「
そ
り
ゃ
、
知
る
由
も
な
い
か
」 

今
井
「
知
ら
ん
け
け
ど
、
大
体
の
別
れ
の
際
は
泣
く

も
ん
や
ろ
？
だ
か
ら
、
気
づ
い
た
ら
み
ん
な
ハ
ン

カ
チ
持
っ
て
振
っ
て
た
ん
や
と
思
う
」 
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吉
規
「…

…

親
父
も
例
に
漏
れ
ず
、
ハ
ン
カ
チ
を
振

り
な
が
ら
泣
い
た
？
」 

 
 

 

今
井
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
タ
バ
コ
を
取
り
出 

し
、
火
を
着
け
る
。 

今
井
「…

…

大
昔
の
こ
と
や
。
忘
れ
た
わ
い
」 

吉
規
「…

…
そ
り
ゃ
ー
そ
う
か
」 

上
空
を
見
上
げ
続
け
て
い
る
吉
規
。 

今
井
、
タ
バ
コ
の
煙
を
空
に
向
か
っ
て
吹
く
。 

タ
バ
コ
の
煙
が
茜
色
の
空
に
滞
留
す
る
。 

今
井
、
タ
バ
コ
の
煙
を
吐
き
終
え
た
後
も
、 

空
を
見
上
げ
て
い
る
。 

今
井
「
わ
し
か
ら
も
質
問
い
い
か
？
」 

吉
規
「…

…

ど
う
ぞ
」 

今
井
、
上
空
を
見
上
げ
な
が
ら
タ
バ
コ
を
ひ 

と
吸
い
す
る
。 

今
井
「…
…

こ
の
家
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
か
？
」 

吉
規
、
今
井
の
顔
を
二
度
見
し
、
失
笑
す
る
。 

吉
規
「…

…

珍
し
く
自
分
か
ら
口
を
開
い
た
と
思
え

ば
、
か
な
り
ど
ぎ
つ
い
質
問
を
」 
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今
井
「
そ
う
か
？
」 

吉
規
「
そ
う
や
で
。
ち
な
み
に
そ
れ
は
父
親
と
し
て

の
質
問
？
社
長
と
し
て
の
質
問
？
」 

今
井
「
そ
ん
な
、
難
し
く
考
え
ん
で
く
れ
。
気
楽
に

な
気
楽
に
」 

吉
規
、
数
秒
間
俯
く
。
そ
の
後
、
目
を
瞑
り 

な
が
ら
再
び
上
空
を
見
上
げ
る
。 

吉
規
が
上
空
を
見
上
げ
た
事
を
真
似
す
る
様 

に
、
今
井
も
上
空
を
見
上
げ
る
。 

吉
規
、
目
を
瞑
り
な
が
ら
、 

吉
規
「
俺
は…

…

今
井
家
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
」 

今
井
、
上
空
を
見
上
げ
な
が
ら
、
タ
バ
コ
を 

吸
う
。 

吉
規
「…

…

た
だ
、
私
と
し
て
は
想
定
外
の
結
末
迎

え
そ
う
だ
け
ど
」 

吉
規
、
引
き
続
き
目
を
瞑
っ
て
い
る
。 

吉
規
の
返
答
を
聞
き
、
今
井
は
上
空
を
見
な 

が
ら
タ
バ
コ
を
再
度
吸
う
。 

そ
し
て
、
先
ほ
ど
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
と
タ
バ 
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コ
の
煙
を
吐
き
出
し
な
が
ら
、 

今
井
「…

…

正
直
、
思
う
こ
と
は
あ
る
。
今
治
と
い

う
地
に
翻
弄
さ
れ
た
こ
と
、
今
井
家
の
血
筋
に
固

執
し
た
こ
と
を
」 

吉
規
、
上
空
を
見
上
げ
な
が
ら
、
目
を
瞑
り 

な
が
ら
、
口
角
が
少
し
下
が
る
。 

今
井
「
皮
肉
な
こ
と
だ
よ
。
誰
か
の
目
元
を
拭
う
、

思
い
出
を
拭
う
必
要
性
が
な
い
と
言
わ
れ
た
」 

吉
規
「…

…

う
ん
」 

吉
規
、
少
し
声
が
裏
返
る
。 

今
井
「
最
終
的
に
は
、
自
分
の
涙
を
拭
う
た
め
に
作

っ
て
い
ま
し
た
。
お
と
ぎ
話
で
あ
り
そ
う
や
な
」 

今
井
、
ベ
ン
チ
か
ら
勢
い
よ
く
立
ち
上
が
る
。 

そ
の
後
、
タ
バ
コ
を
火
消
し
し
、
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
そ
う
と
す
る
。 

今
井
、
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
す
手
が
止
ま
る
。 

躊
躇
し
た
後
、
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
す
事
な

く
、
ベ
ン
チ
前
か
ら
去
っ
て
行
く
。 

吉
規
、
今
井
の
足
音
が
完
全
に
聞
こ
え
な
く

な
る
ま
で
目
を
瞑
る
。 
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数
秒
後
、
目
を
ゆ
っ
く
り
開
く
吉
規
。 

茜
色
の
空
。 

吉
規
、
手
に
持
っ
た
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
勢
い
良 

く
飲
む
。 

鼻
に
コ
ー
ヒ
ー
が
入
り
、
少
し
咽
せ
る
。 

吉
規
、
鼻
を
啜
り
な
が
ら
上
空
を
見
上
げ
る
。 

吉
規
「
言
う
か
ね
、
そ
う
い
う
こ
と
」 

 

〇
株
式
会
社
丹
張
・
全
景 

蝉
の
鳴
き
声
。 

株
式
会
社
丹
張
と
書
か
れ
た
ア
ル
ミ
看
板
。 

 

○
同
・
第
一
工
場 

長
袖
の
作
業
着
を
着
た
佐
藤
、
額
に
大
量
の 

汗
を
か
き
な
が
ら
、
真
剣
な
眼
差
し
で
整
経 

作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。 

佐
藤
の
元
に
吉
規
が
歩
み
寄
っ
て
来
る
。 

佐
藤
の
作
業
を
少
し
離
れ
て
見
守
る
吉
規
。 

佐
藤
、
作
業
が
ひ
と
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、 

作
業
着
の
袖
で
汗
を
拭
う
。 
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吉
規
「
今
日
も
暑
い
ね
」 

吉
規
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出 

し
、
佐
藤
に
渡
す
。 

佐
藤
、
ハ
ン
カ
チ
を
受
け
取
る
前
に
、
ハ
ン 

カ
チ
を
凝
視
し
、
吉
規
の
顔
を
覗
き
込
む
。 

佐
藤
「
副
社
長
、
そ
れ
今
日
初
め
て
使
い
ま
す
か
？
」 

吉
規
「
い
や
、
さ
っ
き
ト
イ
レ
行
っ
た
時
に
」 

佐
藤
、
口
を
へ
の
字
に
し
て
首
を
ゆ
っ
く
り 

横
に
振
る
。 

吉
規
「
ダ
メ
？
」 

佐
藤
「
ダ
メ
で
す
ね
。
あ
と
、
自
分
の
あ
り
ま
す
」 

佐
藤
、
自
身
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ハ
ン
カ
チ
を
取 

り
出
す
。 

 

○
同
・
工
場
脇 

工
場
脇
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
佐
藤
。 

吉
規
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
清
涼
水
を
２
本
持 

ち
、
そ
の
う
ち
の
１
本
を
佐
藤
に
差
し
出
す
。 

佐
藤
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
い
た
だ
き
ま
す
」 

吉
規
「
い
え
い
え
、
ど
う
ぞ
」 
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吉
規
と
佐
藤
、
勢
い
良
く
清
涼
水
を
開
封
し 

飲
む
。 

佐
藤
「
は
ー
、
生
き
返
り
ま
す
ね
」 

吉
規
「
ね
ぇ
、
や
ば
い
ね
」 

吉
規
と
佐
藤
、
再
度
清
涼
水
を
飲
む
。 

吉
規
、
ベ
ン
チ
に
深
く
腰
を
か
け
、
佐
藤
を 

横
目
で
見
る
。 

吉
規
「
佐
藤
君
っ
て
、
何
年
目
だ
っ
け
？
」 

佐
藤
「
今
年
で
７
年
目
で
す
」 

吉
規
「
７
年
。
早
い
ね
ー
」 

佐
藤
「
一
応
、
副
社
長
よ
り
は
先
輩
で
す
よ
」 

吉
規
「
そ
う
で
し
た
、
失
礼
し
ま
し
た
先
輩
」 

吉
規
、
佐
藤
に
向
か
っ
て
頭
を
下
げ
る
。 

佐
藤
「
よ
し
て
下
さ
い
。
ノ
リ
で
す
よ
、
ノ
リ
」 

吉
規
と
佐
藤
、
互
い
に
微
笑
む
。 

佐
藤
「
そ
う
だ
。
今
更
な
ん
で
す
け
ど
、
副
社
長
に

聞
い
て
み
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
」 

吉
規
「
何
？
答
え
ら
れ
る
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
」 

佐
藤
「
ど
う
し
て
う
ち
は
、
タ
オ
ル
で
は
な
く
ハ
ン

カ
チ
を
メ
イ
ン
で
製
造
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」 
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吉
規
「
そ
ん
な
の
、
か
っ
こ
い
い
か
ら
だ
よ
」 

吉
規
、
キ
メ
顔
を
佐
藤
に
見
せ
つ
け
る
。 

佐
藤
「
そ
ん
な
理
由
で
す
か
？
」 

吉
規
「
そ
ん
な
訳
、
冗
談
だ
よ
」 

吉
規
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
閉
め
、 

地
面
に
置
く
。 

吉
規
「
２
代
目
の
時
か
な
？
」 

佐
藤
「
は
い
」 

吉
規
「
当
時
う
ち
は
他
の
メ
ー
カ
ー
と
比
べ
て
売
上

が
落
ち
て
い
た
ん
だ
よ
」 

佐
藤
「
そ
う
な
ん
で
す
か
？
」 

吉
規
「
う
ん
。
海
外
か
ら
の
安
価
品
の
輸
入
の
影
響

も
あ
っ
た
け
ど
、
何
よ
り
他
の
メ
ー
カ
ー
よ
り
知

名
度
が
低
か
っ
た
」 

佐
藤
「
う
ち
も
一
応
老
舗
の
一
つ
で
す
け
ど
ね
」 

吉
規
「
う
ち
が
生
き
残
る
為
に
は
、
他
の
メ
ー
カ
ー

に
勝
る
か
、
他
の
メ
ー
カ
ー
が
や
っ
て
い
な
い
こ

と
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
」 

佐
藤
「
な
る
ほ
ど
。
だ
か
ら
、
他
の
メ
ー
カ
ー
が
製

造
し
て
い
な
い
商
品
に
目
を
つ
け
た
結
果…

…

」 
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吉
規
「
そ
う
、
ハ
ン
カ
チ
を
メ
イ
ン
で
製
造
す
る
に

至
っ
た
。
そ
の
当
時
、
今
治
タ
オ
ル
の
要
領
で
ハ

ン
カ
チ
を
織
る
こ
と
は
先
行
的
で
は
あ
っ
た
か
ら
」 

佐
藤
「
先
人
の
苦
悩
の
お
か
げ
で
今
の
我
々
が
あ
る

ん
で
す
ね
」 

吉
規
「
そ
う
ね
、
一
応
。
我
々
は
細
々
と
で
は
あ
る

が
伝
統
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
」 

佐
藤
「
な
る
ほ
ど
」 

吉
規
「
良
い
も
の
を
作
る
と
は
世
の
中
に
足
り
な
い

も
の
を
供
給
す
る
た
め
、
技
術
者
が
身
を
粉
に
す

る
事
だ
と
、
僕
は
思
う
か
な
」 

佐
藤
「
メ
モ
っ
て
い
い
で
す
か
？
」 

吉
規
「
勿
論
。
て
か
、
何
で
今
更
そ
ん
な
事
を
？
」 

佐
藤
「
い
や
、
知
っ
て
は
い
た
ん
で
す
け
ど
、
人
に

伝
え
る
に
は
正
し
い
情
報
を
仕
入
れ
た
方
が
い
い

と
思
っ
て
」 

吉
規
「
ネ
ッ
ト
と
か
に
も
情
報
転
が
っ
て
い
る
よ
」 

佐
藤
「

w
ik

i

に
も
で
す
か
？
」 

吉
規
「
そ
れ
は
ダ
メ
だ
よ
、
ち
ゃ
ん
と
ソ
ー
ス
が
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
引
っ
張
っ
て
来
な
い
と
」 
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佐
藤
「
ま
ー
と
に
か
く
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
人
か
ら
話

聞
け
た
ん
で
、
良
か
っ
た
で
す
」 

吉
規
「
お
役
に
立
て
た
の
な
ら
、
何
よ
り
で
す
。
ち

な
み
に
誰
に
そ
の
情
報
伝
え
る
の
？
」 

佐
藤
「
中
学
の
同
級
生
で
す
」 

吉
規
「
へ
ー
、
な
ん
で
？
」 

佐
藤
「
大
学
院
卒
業
を
機
に
、
今
治
に
帰
っ
て
き
た

い
っ
て
い
う
奴
が
い
て
、
そ
い
つ
が
詳
し
く
話
聞

か
せ
て
く
れ
っ
て
」 

吉
規
「
ふ
ー
ん
、
大
学
院
出
て
ま
で
」 

吉
規
の
顔
が
少
し
曇
る
。 

佐
藤
「
採
用
っ
て
な
っ
た
ら
副
社
長
が
面
接
す
る
ん

で
す
よ
ね
？
」 

吉
規
「
そ
う
だ
ね
、
一
応
」 

佐
藤
「
白
木
っ
て
言
う
ん
す
け
ど
、
採
用
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
ね
」 

無
言
な
吉
規
。 

佐
藤
「
ち
ょ
っ
と
、
冗
談
で
す
よ
。
ノ
リ
で
す
よ
、

ノ
リ
」 吉

規
、
表
情
が
一
気
に
明
る
く
な
る
。 
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吉
規
「
分
か
っ
て
い
る
よ
」 

佐
藤
「
ま
ー
、
熱
意
は
あ
る
タ
イ
プ
な
ん
で
、
コ
ネ

と
か
無
く
て
も
受
か
り
そ
う
で
す
け
ど
」 

腕
時
計
を
チ
ラ
ッ
と
見
る
佐
藤
。 

佐
藤
「
じ
ゃ
ー
自
分
戻
り
ま
す
。
飲
み
物
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」 

去
っ
て
行
く
佐
藤
を
ベ
ン
チ
に
座
り
な
が
ら 

見
送
る
吉
規
。 

し
ば
ら
く
、
ベ
ン
チ
に
座
り
な
が
ら
固
ま
る 

吉
規
。
そ
の
後
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
り 

ベ
ン
チ
を
後
に
す
る
。 

 

○
今
治
市
・
商
店
街

(

夜

)
 

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
た
佐
古
篤
人

(

３
０

)

が
、 

商
店
街
の
通
り
を
歩
い
て
い
る
。 

 

佐
古
、
串
焼
き
「
灯
」
と
書
か
れ
た
暖
簾
の 

前
で
止
ま
る
。 

 

○
串
焼
き
「
灯
」
・
中
（
夜
） 

暖
簾
を
く
ぐ
り
抜
け
、
店
内
へ
入
店
を
す
る 



創作テレビドラマ大賞 応募用紙 26 

佐
古
。 

店
員

A

が
佐
古
を
接
客
す
る
。 

店
員

A

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
何
名
様
で
す
か
？
」 

佐
古
「
い
や
、
待
ち
合
わ
せ
で
」 

佐
古
、
店
内
を
見
渡
す
。 

佐
古
、
ビ
ー
ル
を
片
手
に
手
招
き
す
る
吉
規 

の
姿
を
見
つ
け
る
。 

佐
古
「
あ
っ
、
い
ま
し
た
」 

佐
古
、
店
員

A

に
対
し
て
声
を
か
け
た
後
、 

吉
規
の
座
る
卓
へ
と
移
動
す
る
。 

佐
古
「
悪
い
、
悪
い
。
遅
れ
た
」 

吉
規
「
な
ん
で
仕
事
の
俺
よ
り
帰
省
中
の
お
前
の
方

が
遅
い
ん
だ
よ
」 

佐
古
「
悪
い
。
莉
子
の
親
父
さ
ん
に
捕
ま
っ
て
い
て
」 

吉
規
「
な
ら
し
ょ
う
が
な
い
な
、
あ
の
お
じ
さ
ん
話

長
い
も
ん
な
」 

佐
古
「
お
い
、
仮
に
も
人
の
義
父
だ
ぞ
」 

吉
規
「
確
か
に
、
失
礼
す
ぎ
た
わ
。
と
り
あ
え
ず
、

何
飲
む
？
」 

吉
規
、
メ
ニ
ュ
ー
を
佐
古
に
見
せ
る
。 
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佐
古
「
じ
ゃ
ー
生
で
」 

吉
規
「
お
っ
け
。
す
み
ま
せ
ん
！
生
１
つ
で
」 

店
員

A

の
声
「
は
い
、
生
１
丁
」 

 
○
同
・
中
（
夜
） 

吉
規
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
乾
杯
」 

佐
古
「
乾
杯
」 

吉
規
と
佐
古
、
乾
杯
を
交
わ
す
。 

吉
規
、
ビ
ー
ル
を
ち
ょ
び
ち
ょ
び
飲
む
。 

佐
古
、
左
手
薬
指
の
指
輪
を
輝
か
せ
な
が
ら
、 

勢
い
良
く
ビ
ー
ル
を
飲
む
。 

佐
古
「
は
ー
、
こ
れ
だ
よ
」 

吉
規
「
こ
の
時
期
の
ビ
ー
ル
は
た
ま
ら
ん
な
よ
な
」 

佐
古
「
間
違
い
な
い
。
年
々
ビ
ー
ル
の
旨
み
を
感
じ

る
様
に
な
っ
て
き
て
い
る
」 

吉
規
「
ま
じ
？
俺
は
も
う
最
近
は
日
本
酒
か
な
」 

佐
古
「
確
か
に
、
日
本
酒
も
え
え
け
ど
な
。
呑
む
っ

て
な
っ
た
ら
何
呑
む
の
？
」 

吉
規
「
ま
ー
ベ
タ
に
石
鎚
か
な
」 

佐
古
「
へ
ー
。
愛
媛
で
は
有
名
な
お
酒
？
」 
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吉
規
「
勿
論
。
あ
と
は
、
山
丹
正
宗
と
か
梅
錦
も
有

名
や
な
」 

佐
古
「
名
前
は
聞
い
た
こ
と
あ
る
な
。
飲
ん
で
み
た

い
か
ら
、
後
で
頼
も
う
よ
」 

吉
規
「
い
い
よ
、
そ
の
前
に
こ
い
つ
を
片
さ
な
い
と
」 

吉
規
、
自
身
の
ビ
ー
ル
を
勢
い
良
く
飲
む
。 

吉
規
「
は
ー
」 

ど
す
の
利
い
た
声
を
発
す
る
吉
規
。 

佐
古
「
飲
む
ね
ー
」 

吉
規
「
飲
む
よ
、
飲
ま
な
き
ゃ
ね…

…

」 

吉
規
、
少
し
目
が
虚
に
な
り
始
め
て
い
る
。 

 

○
同
・
中
（
夜
） 

卓
上
に
は
、
刺
身
の
盛
り
合
わ
せ
、
枝
豆
、 

取
り
分
け
ら
れ
た
玉
子
焼
豚
丼
と
お
ち
ょ
こ 

が
２
個
置
か
れ
て
い
る
。 

佐
古
の
声
「
う
ん
、
そ
れ
で
」 

吉
規
「
悔
し
い
わ
け
よ
。
良
い
モ
ノ
作
っ
て
い
る
の

に
、
な
ん
で
俺
な
ん
だ
と
、
な
ん
で
う
ち
な
ん
だ

よ
と
」 
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佐
古
「
う
ん
」 

吉
規
「
要
す
る
に
、
入
社
以
来
、
初
め
て
の
未
曾
有

の
危
機
で
す
。
そ
の
た
め
、
頭
の
切
れ
る
佐
古
さ

ん
に
お
話
を
伺
お
う
っ
て
い
う
経
緯
」 

佐
古
「
な
る
ほ
ど
な
。
で
も
実
際
、
俺
は
自
分
で
会

社
を
や
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
ヨ
シ
の
望
む
答

え
を
出
せ
る
か
ど
う
か
」 

枝
豆
を
摘
み
な
が
ら
、
答
え
る
佐
古
。 

吉
規
「
い
い
よ
、
信
頼
の
お
け
る
人
の
声
を
聞
け
る

だ
け
で
。
そ
れ
だ
け
で
楽
に
な
る
っ
て
も
ん
よ
」 

佐
古
、
枝
豆
を
ガ
ラ
入
れ
に
入
れ
る
。 

佐
古
「
い
い
で
す
よ
。
こ
う
い
う
話
を
す
る
の
は
嫌

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
」 

吉
規
「
助
か
り
ま
す
」 

佐
古
「
ま
ず
、
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
さ
、
本
当
に
持

っ
て
あ
と
数
年
な
の
？
」 

吉
規
「
そ
う
ね
。…

…

こ
こ
だ
け
の
話
、
営
業
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
こ
こ
数
年
ず
っ
と
あ
れ
だ
」 

佐
古
「
改
善
の
目
処
は
？
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
、
も

う
そ
ん
な
受
け
て
い
な
い
頃
合
い
だ
ろ
？
」 
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吉
規
「
で
も
、
厳
し
い
ね
。
材
料
費
の
高
騰
は
落
ち

着
い
て
は
い
る
ん
だ
け
ど
、
売
上
が
も
う
、
右
肩
」 

吉
規
、
自
身
の
左
肩
を
下
げ
る
。 

吉
規
「
そ
れ
に
加
え
、
技
術
者
が
少
な
い
。
海
外
で

安
価
な
モ
ノ
が
作
れ
る
。
消
費
者
は
ス
ト
ー
リ
ー

を
気
に
し
な
い
。…

…

も
う
う
ん
ざ
り
だ
よ
」 

佐
古
「
そ
っ
か
、
複
雑
な
話
だ
な
」 

吉
規
「
も
う
ね
、
最
近
ま
す
ま
す
世
の
中
が
嫌
い
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
事
あ
る
ご
と
に
逆
風
が
吹
く
」 

佐
古
「
国
内
で
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
海
外

で
も
そ
う
な
の
？
今
治
タ
オ
ル
っ
て
海
外
で
人
気

な
イ
メ
ー
ジ
あ
る
け
ど
」 

吉
規
「
ま
ず
前
提
と
し
て
、
う
ち
は
ハ
ン
カ
チ
を
メ

イ
ン
で
製
造
し
て
い
る
。
海
外
で
ハ
ン
カ
チ
は
あ

ま
り
使
用
さ
れ
な
い
か
ら
ね
、
特
に
最
近
は…

…

」 

佐
古
「
そ
う
か
。
で
も
、
め
っ
ち
ゃ
調
べ
て
い
る
じ

ゃ
ん
、
俺
の
疑
問
点
に
す
ぐ
答
え
て
く
れ
る
」 

吉
規
「
一
応
副
社
長
で
す
か
ら
」 

佐
古
「
い
や
い
や
、
そ
ん
な
に
自
社
を
冷
静
に
分
析

で
き
て
い
る
経
営
者
は
そ
ん
な
多
く
な
い
よ
」 
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吉
規
「…

…

相
変
わ
ら
ず
、
褒
め
上
手
や
な
」 

佐
古
「
お
前
も
人
を
乗
せ
る
の
が
上
手
や
で
。
も
う
、

心
の
中
で
は
何
を
す
べ
き
か
決
ま
っ
て
い
る
癖
に
」 

吉
規
、
少
し
俯
き
無
言
に
な
る
。
そ
の
後
、 

お
ち
ょ
こ
で
日
本
酒
を
飲
む
。 

佐
古
、
吉
規
に
続
い
て
日
本
酒
を
飲
む
。 

佐
古
の
顔
が
少
し
渋
く
な
る
。 

吉
規
「…

…

苦
手
？
」 

佐
古
「
い
や
、
久
し
ぶ
り
に
日
本
酒
飲
ん
だ
か
ら
」 

佐
古
、
鼻
か
ら
息
を
吐
き
、
日
本
酒
の
後
味 

を
楽
し
む
。 

佐
古
「
あ
、
で
も
後
味
あ
ん
ま
な
い
な
」 

吉
規
「
そ
う
ね
、
石
鎚
は
飲
み
や
す
い
方
だ
と
思
う
」 

佐
古
「
い
い
ね
、
久
し
ぶ
り
の
日
本
酒
は
」 

佐
古
、
お
ち
ょ
こ
を
机
の
上
に
置
く
。 

佐
古
「
親
父
さ
ん
は
ど
う
な
の
？
」 

吉
規
「
最
近
？
最
近
、
実
家
帰
っ
て
な
い
か
ら
よ
く

知
ら
な
い
な
」 

佐
古
「
違
う
よ
、
社
長
と
し
て
の
親
父
さ
ん
だ
よ
」 

吉
規
「
あ
ー
、…

…

も
う
ね
、
製
造
停
止
間
近
」 
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佐
古
「
諦
め
て
い
る
感
じ
」 

吉
規
「
そ
う
ね
、
最
近
は
結
末
が
悲
し
い
伝
記
を
描

こ
う
と
し
て
い
る
。
酷
い
も
の
だ
よ
、
貴
方
が
不

幸
な
ら
、
俺
も
乗
じ
て
不
幸
み
た
い
じ
ゃ
ん
」 

佐
古
「
で
も
さ
、
多
く
の
企
業
が
倒
産
し
て
い
く
今

の
時
代
で
、
２
０
０
年
近
く
会
社
を
守
り
抜
い
た

こ
と
は
凄
い
と
思
う
よ
、
親
父
さ
ん
も
ヨ
シ
も
」 

吉
規
「…

…

俺
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
と
、
最
近
よ
く
考

え
る
け
ど
ね
」 

佐
古
「
い
や
、
俺
か
ら
見
れ
ば
よ
く
や
っ
て
い
る
」 

吉
規
「
本
当
か
？
」 

佐
古
「
保
証
す
る
よ
、
本
当
だ
」 

吉
規
「…

…

そ
ん
な
口
が
上
手
い
佐
古
さ
ん
に
は
私

の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
で

も
、
ら
お
う
か
な
」 

吉
規
、
佐
古
の
お
ち
ょ
こ
に
日
本
酒
を
注
ぐ
。 

佐
古
「
お
い
、
少
な
め
で
い
い
か
ら
」 

吉
規
「
な
ん
で
だ
よ
、
俺
の
酒
が
飲
め
な
い
っ
て
か
」 

佐
古
「
泥
酔
し
て
帰
っ
た
ら
、
莉
子
に
な
ん
て
言
わ

れ
る
か
」 
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吉
規
、
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
自
身
の
お
ち 

ょ
こ
に
も
日
本
酒
を
注
ぐ
。 

吉
規
「
尻
に
敷
か
れ
て
い
る
の
が
悪
い
だ
ろ
。
莉
子

は
ま
だ
教
員
を
？
」 

佐
古
「
や
っ
て
い
る
よ
。
今
は
１
年
生
を
受
け
持
っ

て
い
る
」 

吉
規
「
い
い
な
ー
、
１
年
生
。
何
に
で
も
な
れ
る
」 

佐
古
「
小
さ
く
て
可
愛
い
か
ら
と
か
じ
ゃ
な
く
て
？
」 

吉
規
「
そ
れ
も
あ
る
け
ど
、
何
よ
り
無
限
大
の
可
能

性
を
秘
め
、
直
感
的
に
行
動
が
で
き
る
こ
と
に
」 

佐
古
「
な
ん
だ
よ
、
そ
れ
。…

…

あ
っ
、
い
い
こ
と

思
い
つ
い
た
」 

吉
規
「
ん
？
莉
子
へ
の
言
い
訳
？
」 

佐
古
「
違
う
よ
、
未
来
に
向
け
た
再
建
の
話
だ
よ
」 

吉
規
「
再
建
？
再
建
と
は
？
」 

机
の
上
に
空
の
お
ち
ょ
こ
が
２
個
置
か
れ
る
。 

 

〇
株
式
会
社
丹
張
・
全
景 

株
式
会
社
丹
張
と
書
か
れ
た
ア
ル
ミ
看
板
に 

桜
の
花
弁
が
数
枚
張
り
付
い
て
い
る
。 
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○
同
・
第
一
工
場 

吉
規
、
腕
時
計
を
チ
ラ
チ
ラ
見
な
が
ら
忙
し 

な
い
様
子
。 

工
場
内
に
い
る
多
く
の
従
業
員
も
落
ち
着
き 

が
な
い
。 

吉
規
の
元
に
佐
藤
が
小
走
り
で
駆
け
寄
っ
て 

来
る
。 

佐
藤
「
副
社
長
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」 

吉
規
「
は
い
、
今
行
き
ま
す
」 

吉
規
、
少
し
息
を
吐
く
。 

 

○
同
・
第
一
工
場
・
外 

工
場
の
扉
を
開
け
、
外
に
出
て
来
た
吉
規
。 

そ
の
後
、
驚
愕
し
た
表
情
を
す
る
。 

吉
規
の
前
に
は
３
０
名
程
の
小
学
１
年
生
。 

生
徒
一
同
「
お
世
話
に
な
り
ま
す
」 

声
色
高
く
、
声
を
揃
え
る
生
徒
一
同
。 

生
徒
達
の
横
に
は
引
率
者
で
あ
る
佐
古
莉
子 

(

３
０

)

の
姿
。 
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莉
子
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
教
員
の
佐
古
で
す
。
本

日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」 

莉
子
、
吉
規
に
対
し
て
会
釈
を
す
る
。 

吉
規
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

吉
規
、
莉
子
に
対
し
て
会
釈
を
返
す
。 

莉
子
、
生
徒
達
に
向
か
っ
て
、 

莉
子
「
今
日
は
、
こ
ち
ら
に
い
る
今
井
さ
ん
に
今
治

タ
オ
ル
、
ハ
ン
カ
チ
の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ご
挨
拶
し
ま
し
ょ
う
。
せ
ー
の
」 

生
徒
一
同
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

再
び
、
声
を
揃
え
る
生
徒
一
同
。 

吉
規
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

吉
規
、
ゆ
っ
く
り
と
柔
ら
か
い
口
調
で
生
徒 

達
に
対
し
て
返
事
を
す
る
。 

今
井
、
工
場
内
か
ら
出
て
き
て
、
生
徒
達
の 

前
に
笑
顔
で
姿
を
現
す
。 

今
井
「
こ
れ
は
、
こ
れ
は
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
よ

く
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
」 

莉
子
「
こ
ち
ら
が
、
社
長
の
今
井
さ
ん
で
す
。
皆
さ

ん
、
ご
挨
拶
し
ま
し
ょ
う
、
せ
ー
の
」 
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生
徒
一
同
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

今
井
「
は
い
、
あ
り
が
と
う
。
ま
ー
外
に
居
る
の
も

何
な
の
で
、
早
く
中
に
」 

今
井
、
工
場
内
へ
誘
導
す
る
。 

莉
子
「
じ
ゃ
ー
み
ん
な
、
今
井
社
長
に
つ
い
て
行
っ

て
ね
。
あ
と
、
走
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」 

生
徒
一
同
「
は
ー
い
」 

生
徒
達
は
、
今
井
の
後
に
つ
い
て
行
く
。 

吉
規
、
最
後
尾
に
着
い
て
、
工
場
へ
入
っ
て 

行
く
。 

 

○
同
・
第
一
工
場 

生
徒
達
が
目
を
輝
か
せ
る
様
子
。 

生
徒
達
の
視
線
の
先
に
は
、
多
様
な
色
の
ボ 

ビ
ン
。 

今
井
、
手
元
に
自
社
の
ハ
ン
カ
チ
を
持
ち
な 

が
ら
、 

今
井
「
こ
れ
ら
の
糸
は
こ
の
ハ
ン
カ
チ
を
作
る
材
料

で
す
。
最
初
は
真
っ
白
な
糸
な
ん
や
け
ど
、
染
め

る
こ
と
で
こ
ん
な
に
も
綺
麗
な
色
に
な
る
ん
や
」 
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小
学
生

A

「
俺
、
こ
の
色
好
き
」 

小
学
生

B

「
俺
、
あ
っ
ち
」 

小
学
生

C

「
は
っ
、
セ
ン
ス
な
い
」 

小
学
生

A

、
小
学
生

B

、
小
学
生

C

が
好
み 

の
色
の
ボ
ビ
ン
を
指
差
し
、
白
熱
し
て
い
る
。 

今
井
「
は
っ
は
っ
は
、
み
ん
な
元
気
や
な
。
そ
う
や

な
ー
こ
の
中
で
誕
生
日
近
い
人
い
る
？
」 

今
井
、
生
徒
達
に
対
し
て
挙
手
を
求
め
る
。 

小
学
生

C

「
み
か
ち
ゃ
ん
や
な
い
？
」 

小
塚
み
か
（
７
）
が
目
を
丸
く
す
る
。 

み
か
「
う
ち
？
」 

今
井
、
み
か
と
同
じ
目
線
に
な
る
。 

今
井
「
み
か
ち
ゃ
ん
？
」 

み
か
「
は
い
」 

今
井
「
み
か
ち
ゃ
ん
は
何
色
が
好
き
か
な
？
」 

み
か
「
え
っ
と
、
え
っ
と
あ
の
ピ
ン
ク
」 

み
か
、
ピ
ン
ク
の
ボ
ビ
ン
を
指
差
す
。 

今
井
「
ピ
ン
ク
？
可
愛
い
子
は
や
っ
ぱ
り
可
愛
い
色

が
好
き
な
ん
や
な
。
じ
ゃ
ー
こ
の
色
で
ハ
ン
カ
チ

作
ろ
う
、
お
じ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
」 
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莉
子
「
い
え
い
え
、
そ
こ
ま
で
し
て
く
だ
さ
ら
な
く

て
も
」 莉

子
、
焦
っ
た
様
子
で
今
井
へ
断
り
を
入
れ 

る
。 

今
井
「
え
え
ね
ん
、
元
々
そ
の
予
定
や
っ
た
か
ら
。

あ
れ
や
で
、
莉
子
ち
ゃ
ん
の
分
も
作
っ
て
あ
げ
て

も
え
え
ん
や
け
ど
、
結
婚
祝
い
用
の
」 

莉
子
「
結
構
で
す
、
本
当
に
、
本
当
に
い
い
の
で
」 

申
し
訳
な
さ
そ
う
な
表
情
を
す
る
。 

今
井
「
じ
ゃ
ー
み
ん
な
で
み
か
ち
ゃ
ん
の
ハ
ン
カ
チ

作
ろ
か
」 

生
徒
一
同
「
は
ー
い
」 

莉
子
、
少
し
困
っ
た
表
情
を
し
な
が
ら
吉
規 

の
横
へ
移
動
し
て
来
る
。 

吉
規
、
横
に
来
た
莉
子
に
対
し
て
、
小
言
で 

会
話
を
繰
り
広
げ
る
。 

吉
規
「
ご
め
ん
、
予
定
通
り
に
進
め
ら
れ
な
く
て
」 

莉
子
「
い
や
い
や
。
ヨ
シ
の
お
父
さ
ん
が
う
ち
の
父

親
に
似
て
、
商
人
気
質
な
の
は
知
っ
て
い
た
か
ら
」 

今
井
の
声
「
み
ん
な
、
次
こ
っ
ち
に
移
動
す
る
で
」 
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生
徒
一
同
の
声
「
は
ー
い
」 

吉
規
と
莉
子
、
小
学
生
の
後
に
つ
い
て
行
く
。 

吉
規
と
莉
子
、
歩
き
な
が
ら
、 

吉
規
「
あ
り
が
と
う
ね
、
こ
ん
な
機
会
用
意
し
て
も

ら
っ
て
」 

莉
子
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
い
い

機
会
だ
か
ら
。
最
初
、
話
を
聞
い
た
時
は
び
っ
く

り
し
た
け
ど
」 

莉
子
、
工
場
内
を
ゆ
っ
く
り
と
見
渡
す
。 

莉
子
「
久
し
ぶ
り
に
こ
の
中
に
入
っ
た
」 

吉
規
「
だ
よ
ね
？
何
年
ぶ
り
？
」 

莉
子
「
え
ー
、
１
０
年
と
か
か
な
？
」 

吉
規
「
そ
ん
な
経
つ
の
？
大
人
に
な
っ
た
ん
だ
ね
、

俺
た
ち
も
。
ち
な
み
に
俺
は
、
昨
日
ぶ
り
」 

莉
子
「
は
い
、
し
ょ
う
も
な
い
」 

吉
規
と
莉
子
、
互
い
に
微
笑
み
な
が
ら
、
小 

学
生
達
の
歩
く
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
、
ゆ
っ 

く
り
歩
く
。 

 

○
同
・
第
一
工
場 
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従
業
員

A

が
ピ
ン
ク
色
の
糸
を
ク
リ
ー
ル
に 

立
て
る
。 

そ
の
様
子
を
真
剣
な
眼
差
し
で
見
る
生
徒
達
。 

吉
規
と
莉
子
、
生
徒
達
の
後
ろ
で
作
業
の
様 

子
を
見
る
。 

莉
子
「…

…
綺
麗
」 

吉
規
「…

…

綺
麗
や
ろ
、
職
人
技
で
で
き
て
い
る
」 

吉
規
、
少
し
虚
な
目
を
し
て
い
る
。 

莉
子
「
今
は
ど
う
い
う
工
程
？
」 

吉
規
「
布
っ
て
無
数
の
糸
が
平
ら
、
か
つ
均
一
な
張

力
で
織
り
込
ま
れ
て
出
来
て
い
る
モ
ノ
だ
ろ
。
そ

の
た
め
の
前
準
備
的
な
や
つ
」 

莉
子
「
ふ
ー
ん
」 

ピ
ン
ク
色
の
糸
を
ク
リ
ー
ル
に
立
て
る
従
業 

員

A

の
様
子
。 

吉
規
「…
…

に
し
て
も
本
当
に
綺
麗
や
な
、
改
め
て

見
る
と
」 

莉
子
「…

…

何
見
惚
れ
と
ん
、
毎
日
見
と
る
ん
や
ろ
」 

吉
規
「
そ
う
や
け
ど
」 
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○
（
回
想
）
株
式
会
社
丹
張
・
第
一
工
場 

 
 

 

タ
バ
コ
を
吸
い
な
が
ら
、
糸
を
新
品
の
ク
リ 

ー
ル
に
立
て
る
作
業
員
の
様
子
。 

 
○
株
式
会
社
丹
張
・
第
一
工
場 

吉
規
、
莉
子
の
横
で
糸
を
ク
リ
ー
ル
に
立
て 

る
様
子
を
見
続
け
る
。 

吉
規
「
昔
感
じ
た
こ
と
を
、
今
で
も
同
じ
様
に
感
じ

取
れ
る
っ
て
、
中
々
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
っ
て
」 

莉
子
「…

…

よ
っ
ぽ
ど
好
き
な
ん
や
な
、
会
社
が
」 

吉
規
「…

…

な
ぜ
？
」 

莉
子
「
な
ぜ
っ
て
、
漏
れ
て
い
る
か
ら
や
。
中
学
の

時
、
美
紗
子
ち
ゃ
ん
に
告
白
す
る
前
に
み
ん
な
に

バ
レ
て
い
た
位
、
漏
れ
て
る
わ
」 

吉
規
「
お
い
、
黒
歴
史
蘇
ら
す
な
よ
」 

莉
子
「
そ
れ
位
分
か
り
や
す
い
ん
よ
、
ヨ
シ
は
」 

吉
規
「
い
や
、
ま
だ
、
俺
会
社
の
こ
と
好
き
っ
て
断

言
し
て
な
い
し
」 

莉
子
「
中
学
生
み
た
い
な
こ
と
言
う
や
ん
」 
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○
同
・
第
一
工
場 

木
管
に
ピ
ン
ク
色
の
糸
を
巻
き
取
る
様
子
。 

生
徒
達
、
口
を
あ
ん
ぐ
り
と
開
け
な
が
ら
、 

作
業
を
見
る
。 

従
業
員

B
「
こ
こ
で
大
切
な
の
が
、
糸
を
均
一
に
巻

い
て
い
く
事
で
す
。
だ
か
ら…

…

」 

従
業
員

B
、
定
規
を
手
に
持
つ
。 

従
業
員

B

「
こ
の
定
規
で
糸
を
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
と
叩

き
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
に
巻
け
て
い
る
か
確
認
を

し
て
い
き
ま
す
」 

従
業
員

B

、
定
規
を
使
い
な
が
ら
張
力
の
均 

一
さ
を
計
測
す
る
。 

従
業
員

B

が
作
業
す
る
様
子
を
横
並
び
で
見 

る
吉
規
と
莉
子
。 

吉
規
、
生
徒
達
の
背
中
に
視
線
を
向
け
る
。 

吉
規
、
莉
子
に
聞
こ
え
な
い
位
の
小
言
で
、 

吉
規
「
こ
の
子
達
も
い
ず
れ
は
敵
か
」 

莉
子
「
ん
？
な
ん
て
？
」 

吉
規
「
ん
？
な
ん
も
」 
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○
同
・
第
一
工
場 

木
管
か
ら
柄
模
様
の
順
に
糸
を
巻
く
様
子
。 

生
徒
達
、
興
奮
し
た
様
子
で
作
業
を
見
る
。 

吉
規
と
莉
子
、
横
並
び
に
な
り
、
作
業
し
て 

い
る
様
子
を
見
る
。 

吉
規
「…

…
さ
っ
き
の
話
な
ん
や
け
ど
さ
」 

莉
子
「
ん
？
あ
ー
」 

吉
規
「
こ
の
子
達
は
、
こ
の
光
景
を
い
つ
ま
で
覚
え

て
く
れ
て
い
る
か
な
？
と
思
っ
て
、
呟
い
た
」 

莉
子
「
そ
う
ね
、
ひ
と
に
よ
り
け
り
か
と
思
う
け
ど
」 

吉
規
「
せ
め
て
、
会
社
名
は
覚
え
て
帰
っ
て
く
れ
る

か
な
？
」 

莉
子
「
そ
れ
は
一
番
難
し
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
子
達
、

ま
だ
漢
字
を
習
い
始
め
た
ば
か
り
だ
か
ら
。
丹
張

っ
て
多
分
、
４
年
生
位
に
習
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」 

吉
規
「
莉
子
が
丹
張
と
い
う
漢
字
を
書
か
せ
る
課
題

を
出
し
て
く
れ
た
ら
、
ワ
ン
チ
ャ
ン
覚
え
て
く
れ

る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

莉
子
「
そ
ん
な
偏
っ
た
教
育
し
て
い
た
ら
、
親
御
さ

ん
か
ら
指
導
が
入
る
わ
」 
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吉
規
「
そ
れ
も
そ
う
か
」 

吉
規
と
莉
子
、
佐
藤
の
作
業
に
視
線
を
戻
す
。 

莉
子
、
作
業
の
様
子
を
見
な
が
ら
、 

莉
子
「
大
人
に
な
る
と
横
着
す
る
よ
う
に
な
る
よ
ね
」 

吉
規
「
ん
？
急
に
ど
う
し
た
？
」 

莉
子
「
朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
さ
、
ハ
ン
カ
チ
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
持
っ
て
来
て
い
る
か
を
今
で
も
確
認
す

る
ん
や
け
ど
」 

吉
規
「
う
ん
」 

莉
子
「
子
供
に
は
持
っ
て
来
い
と
強
制
す
る
癖
に
、

大
人
は
持
っ
て
来
な
い
と
か
使
わ
な
い
と
か
、
そ

う
い
う
傾
向
あ
る
な
ー
と
思
っ
て
」 

吉
規
「…

…

俺
の
し
て
い
る
こ
と
は
将
来
的
に
必
要

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
訳
？
」 

莉
子
「
別
に
そ
ん
な
辛
辣
な
事
言
い
た
い
訳
じ
ゃ
な

い
。
所
詮
、
私
た
ち
は
瞬
間
瞬
間
の
駒
で
し
か
な

い
っ
て
い
う
事
だ
け
」 

吉
規
、
莉
子
の
顔
に
視
線
を
向
け
る
。 

莉
子
「
た
か
が
知
れ
て
い
る
よ
、
私
た
ち
の
仕
事
は
」 

吉
規
、
少
し
眉
を
上
げ
る
。 
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吉
規
「…

…

ま
ー
分
か
ら
ん
こ
と
も
な
い
な
」 

莉
子
「
例
え
ば
、
教
員
の
表
立
っ
た
仕
事
は
子
ど
も

達
の
瞬
間
瞬
間
の
成
長
を
助
け
る
こ
と
」 

生
徒
達
、
談
笑
し
な
が
ら
ピ
ン
ク
色
の
糸
を 

巻
き
取
る
様
子
を
見
つ
め
る
。 

莉
子
の
声
「
一
年
間
の
任
期
を
終
え
れ
ば
、
私
の
仕

事
は
終
わ
り
。
彼
ら
は
赤
の
他
人
に
な
る
。
引
き

継
ぎ
書
と
か
も
詳
細
に
は
作
成
し
な
い
」 

吉
規
の
声
「
ビ
ジ
ネ
ス
だ
っ
た
ら
有
り
得
な
い
な
」 

莉
子
「
だ
け
ど
面
白
く
て
ね
。
最
近
、
卒
業
生
が
よ

く
会
い
に
来
て
く
れ
る
ん
だ
」 

吉
規
、
真
剣
な
眼
差
し
で
莉
子
の
話
を
聞
く
。 

莉
子
「
あ
の
時
の
言
葉
と
か
景
色
と
か
モ
ノ
と
か
、

そ
う
い
う
記
憶
や
、
考
え
方
、
思
い
出
の
品
は
今

も
微
か
に
残
っ
て
い
る
と
」 

吉
規

「
（

微
笑
み
な
が
ら
）
え
え
仕
事
や
な
」 

莉
子
「
そ
う
や
ね
。
社
会
の
駒
や
け
ど
、
た
っ
た
一

年
の
任
期
で
も
、
残
っ
て
い
る
と
分
か
る
と
ね
」 

 

 

○
同
・
第
一
工
場 
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従
業
員

A

、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
織
機
で
糸
を
織
る 

様
子
。 

莉
子
の
声
「
忘
れ
ら
れ
な
い
、
残
る
っ
て
な
ん
で
な

ん
だ
ろ
う
っ
て
ち
ょ
っ
と
だ
け
考
え
て
み
た
ん
だ
」 

吉
規
の
声
「
う
ん
」 

莉
子
の
声
「
多
分
、
忘
れ
ら
れ
な
い
と
か
残
る
っ
て
、

忘
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
モ
ノ
だ
と
思
う
」 

吉
規
の
声
「
ま
た
、
難
し
い
こ
と
を
」 

生
徒
達
、
真
剣
な
眼
差
し
で
織
り
作
業
を
見 

つ
め
る
。 

莉
子
の
声
「
例
え
ば
、
横
着
を
覚
え
る
事
で
、
今
ま

で
用
い
て
い
た
手
法
と
か
手
順
は
次
第
に
忘
れ
て

い
っ
て
し
ま
う
」 

吉
規
の
声
「
そ
う
ね
、
忘
却
曲
線
的
な
や
つ
ね
」 

莉
子
の
声
「
で
も
同
時
に
、
失
っ
た
丁
寧
さ
、
清
廉

さ
と
は
一
体
何
か
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
を
得
る
」 

吉
規
「…

…

う
ち
の
会
社
も
無
く
な
る
事
で
、
美
化

さ
れ
る
っ
て
い
う
こ
と
？
」 

莉
子
、
少
し
悲
し
げ
な
表
情
を
す
る
。 

莉
子
「…

…

そ
こ
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
」 
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吉
規
、
莉
子
を
少
し
揶
揄
う
様
に
、 

吉
規
「…

…

ご
め
ん
、
冗
談
だ
っ
て
。
続
け
て
」 

数
秒
間
、
フ
リ
ー
ズ
す
る
莉
子
。 

莉
子
「…

…

い
い
事
言
お
う
と
し
て
迷
子
に
な
っ
た
」 

落
ち
込
ん
だ
表
情
を
す
る
莉
子
。 

莉
子
の
表
情
を
見
て
、
微
笑
む
吉
規
。 

吉
規
「
嘘
で
し
ょ
。
良
い
事
途
中
ま
で
は
言
っ
て
い

た
と
思
う
け
ど
」 

莉
子
「
元
は
と
言
え
ば
、
そ
っ
ち
が
落
ち
込
ん
で
い

た
か
ら
、
無
い
頭
捻
っ
て
考
え
て
た
ん
だ
け
ど
」 

吉
規
「
そ
れ
は
、
俺
が
悪
か
っ
た
け
ど
も
よ
」 

莉
子
「
と
り
あ
え
ず
、
私
の
中
で
も
模
索
中
」 

吉
規
「
そ
う
だ
ね
、
難
し
い
課
題
だ
」 

無
言
に
な
る
吉
規
と
莉
子
。 

そ
の
後
、
再
び
莉
子
が
小
声
で
吉
規
に
呟
く
。 

莉
子
「
最
後
に
一
つ
だ
け
。
な
ん
で
そ
ん
な
自
身
の

未
来
を
卑
下
し
た
話
ば
っ
か
り
思
い
つ
く
の
？
」 

吉
規
「
ん
？…

…

未
来
を
見
通
せ
た
方
が
強
い
か
ら

考
え
た
く
な
る
ん
だ
よ
。
で
も
、
考
え
れ
ば
考
え

る
ほ
ど
自
分
達
が
弱
者
だ
と
気
づ
い
て
し
ま
う
」 
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莉
子
「…

…

私
の
中
で
一
つ
だ
け
自
信
を
持
っ
て
い

る
答
え
が
あ
る
ん
だ
け
ど
さ
」 

吉
規
「
う
ん
」 

莉
子
「
人
間
は
結
構
、
弱
い
よ
」 

莉
子
、
少
し
笑
い
な
が
ら
話
す
。 

吉
規
、
莉
子
の
顔
を
見
る
。 

莉
子
「
こ
う
あ
り
た
い
、
こ
う
あ
る
べ
き
と
か
未
来

の
話
も
大
切
だ
け
ど
、
自
分
が
与
え
て
来
た
、
も

ら
っ
た
こ
と
を
振
り
返
る
の
も
生
き
る
上
で
は
大

事
な
時
間
で
し
ょ
」 

生
徒
達
の
輝
い
た
目
。 

莉
子
の
声
「
常
日
頃
、
べ
き
論
と
か
語
っ
て
い
た
ら
、

疲
れ
る
わ
。
だ
か
ら
、
私
は
時
々
、
過
去
に
行
っ

て
回
復
し
て
、
現
世
の
あ
の
子
達
に
喝
を
入
れ
る
」 

吉
規
、
少
し
間
を
置
い
て
、 

吉
規
「
俺
に
も
そ
う
い
う
機
会
が
必
要
だ
と
？
」 

莉
子
、
自
身
の
ポ
ケ
ッ
ト
を
漁
り
始
め
る
。 

莉
子
「
側
か
ら
見
た
ら
ね
。
で
も
、
そ
れ
は
自
分
で

考
え
な
い
と
。
私
は
ヨ
シ
で
は
な
い
か
ら
」 

莉
子
、
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
ポ
ケ
ッ
ト 
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か
ら
使
い
古
し
た
丹
張
の
刺
繍
が
さ
れ
た
ハ 

ン
カ
チ
を
チ
ラ
ッ
と
吉
規
に
見
せ
つ
け
る
。 

吉
規
、
少
し
目
を
見
開
き
、
口
角
が
緩
む
。 

莉
子
「
私
が
過
去
で
手
に
入
れ
た
半
永
久
戦
利
品
。

刺
繍
な
ん
か
無
く
な
っ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
け
ど

な
、
私
か
ら
す
れ
ば
」 

ハ
ン
カ
チ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
仕
舞
う
莉
子
。 

吉
規
、
少
し
俯
き
、
黙
り
込
む
。 

莉
子
、
吉
規
の
様
子
を
静
観
し
た
後
、
肘
で 

吉
規
の
脇
腹
を
突
く
。 

莉
子
「…

…

副
社
長
、
業
務
中
で
す
。
過
去
に
行
か

な
い
で
」 

吉
規
「
分
か
っ
て
い
る
よ
。
小
学
生
に
ウ
ケ
る
言
葉

を
考
え
て
い
た
だ
け
や
」 

莉
子
「
ふ
ー
ん
、
見
も
の
で
す
ね
」 

吉
規
、
少
し
俯
き
、
目
を
瞑
り
、
黙
り
込
む
。 

 

○
同
・
第
一
工
場
・
外 

工
場
の
外
で
、
整
列
す
る
生
徒
達
。 

生
徒
達
の
前
に
立
つ
吉
規
と
今
井
。 
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今
井
「
じ
ゃ
ー
、
お
伝
え
し
た
通
り
、
出
来
上
が
っ

た
ハ
ン
カ
チ
は
後
ほ
ど
学
校
に
送
り
ま
す
ん
で
」 

莉
子
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」 

今
井
「
み
ん
な
！
今
日
は
楽
し
か
っ
た
か
な
？
」 

小
学
生
に
呼
び
か
け
る
今
井
。 

生
徒
一
同
「
は
ー
い
」 

今
井
「
そ
り
ゃ
ー
よ
か
っ
た
」 

今
井
、
莉
子
に
目
を
配
る
。 

莉
子
「
で
は
皆
さ
ん
、
今
か
ら
は
質
問
タ
イ
ム
で
す
。

社
長
さ
ん
や
副
社
長
さ
ん
に
何
か
聞
き
た
い
事
あ

る
人
は
い
ま
す
か
？
」 

生
徒
達
は
周
り
の
様
子
を
伺
う
。 

小
学
生

B

が
口
火
を
切
る
。 

小
学
生

B

「
い
つ
か
ら
こ
の
仕
事
や
っ
て
ま
す
か
？
」 

今
井
「
こ
の
仕
事
？
そ
う
や
な
、
社
長
は
１
８
か
ら

し
て
い
る
か
ら
、
か
れ
こ
れ
４
０
年
以
上
や
な
」 

小
学
生

A

「
俺
の
父
さ
ん
、
３
５
歳
だ
か
ら
生
ま
れ

る
前
か
ら
仕
事
し
て
い
る
っ
て
こ
と
？
」 

今
井
「
そ
う
い
う
事
に
な
る
な
」 
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小
学
生

A

「
す
げ
ー
」 

小
学
生

B

「
楽
し
か
っ
た
で
す
か
？
」 

小
学
生

B

か
ら
の
短
絡
的
な
質
問
に
一
瞬
、 

固
ま
る
今
井
。 

小
学
生

B
「
楽
し
か
っ
た
で
す
か
？
」 

質
問
を
繰
り
返
す
小
学
生

B

。 

吉
規
、
今
井
の
様
子
を
伺
う
。 

今
井
「
そ
う
や
な
、
楽
し
い
こ
と
も
楽
し
く
な
い
こ

と
も
ど
っ
ち
も
経
験
し
た
こ
と
あ
る
け
ど

…
…

」 

生
徒
達
の
無
垢
な
眼
差
し
。 

今
井
、
眉
間
に
皺
を
寄
せ
な
が
ら
、
質
問
の 

返
答
を
数
秒
間
考
え
る
。 

今
井
の
眉
間
の
皺
が
少
し
緩
む
。
そ
の
後
、 

小
学
生

B

の
目
を
見
な
が
ら
、 

今
井
「
ま
だ
、…

…

答
え
出
し
た
く
な
い
な
」 

笑
顔
で
優
し
く
答
え
る
、
今
井
。 

小
学
生

B

「…
…

ど
う
い
う
こ
と
？
」 

小
学
生

B

、
疑
問
そ
う
に
莉
子
に
質
問
す
る
。 

莉
子
、
顔
が
引
き
攣
り
な
が
ら
、
し
ど
ろ
も 

ど
ろ
な
様
子
。 
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小
学
生

A

「
副
社
長
は
？
」 

吉
規
「
ん
？
僕
？
」 

小
学
生

A

「
う
ん
！
」 

吉
規
「
そ
う
だ
ね
。…

…

僕
は
、
元
々
は
違
う
会
社

で
働
い
て
い
て
、
ハ
ン
カ
チ
を
作
り
始
め
た
の
は
、

５
年
前
に
な
る
か
な
？
」 

小
学
生

C

「
前
は
何
を
し
て
い
た
の
？
」 

吉
規
「
前
は
東
京
で
ね
、
色
ん
な
会
社
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
よ
」 

小
学
生

C

「
ど
ん
な
お
手
伝
い
？
」 

吉
規
「
例
え
ば
、
と
あ
る
会
社
の
社
長
さ
ん
が
悩
ん

で
い
る
と
す
る
で
し
ょ
？
」 

小
学
生

C

「
う
ん
」 

吉
規
「
そ
の
時
、
こ
う
し
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
？
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
お
手
伝
い
か
な
」 

小
学
生

C

「
ふ
ー
ん
」 

吉
規
「
そ
う
、
ま
ー
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
つ
か
な
い
か
」 

小
学
生

B

「
そ
れ
で
な
ん
で
ハ
ン
カ
チ
作
る
会
社
に

来
た
ん
で
す
か
？
」 

吉
規
「
理
由
？…

…

そ
う
ね
」 
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生
徒
達
の
無
垢
な
目
を
見
つ
め
る
吉
規
。 

吉
規
「
色
ん
な
理
由
が
あ
る
け
ど…

…

」 

生
徒
達
の
無
垢
な
目
。 

そ
の
眼
の
中
に
、
色
鮮
や
か
な
ボ
ビ
ン
、
糸 

を
ク
リ
ー
ル
に
立
て
る
従
業
員
の
手
元
の
様 

子
が
映
る
。 

吉
規
の
落
ち
着
き
を
纏
っ
た
目
。 

そ
の
眼
の
中
に
、
汗
を
拭
う
従
業
員
、
管
に 

糸
を
巻
き
取
る
従
業
員
の
手
元
、
ジ
ャ
ガ
ー 

ド
織
機
で
糸
を
織
る
様
子
が
映
る
。 

吉
規
の
目
元
は
少
し
潤
い
を
増
し
て
い
る
。 

吉
規
の
声
「…

…

そ
う
や
な
、
色
ん
な
理
由
は
あ
る

け
ど
」 吉

規
、
清
々
し
い
表
情
を
し
な
が
ら
、 

吉
規
「
や
っ
ぱ
り
綺
麗
で
、
か
っ
こ
よ
く
見
え
て
い

た
か
ら
か
な
」 

吉
規
の
視
線
が
生
徒
達
か
ら
莉
子
へ
向
く
。 

そ
の
後
、
吉
規
の
視
線
は
今
井
へ
向
く
。 

吉
規
、
今
井
と
目
が
合
う
。 

数
秒
間
、
黙
っ
た
ま
ま
、
視
線
を
外
さ
な
い 



創作テレビドラマ大賞 応募用紙 54 

吉
規
と
今
井
。 

吉
規
、
目
線
を
外
し
、
少
し
息
を
吐
く
。 

そ
の
後
、
再
び
、
生
徒
達
へ
視
線
を
向
け
な 

が
ら
、 

吉
規
「
み
ん
な
知
っ
て
い
る
か
な
。
両
立
す
る
ん
よ
、

綺
麗
さ
と
か
っ
こ
よ
さ
は
」 

吉
規
、
目
元
を
拭
う
こ
と
な
く
、
微
笑
み
な 

が
ら
語
り
出
す
。 

 

〇
同
・
第
一
工
場
（
夜
） 

照
明
の
点
い
て
い
な
い
工
場
。 

暗
闇
の
中
で
も
色
鮮
や
か
に
映
え
る
壁
一
面 

の
ボ
ビ
ン
。 

工
場
内
に
は
沢
山
の
整
経
機
と
織
機
。 

工
場
内
に
、
靴
音
を
響
か
せ
る
吉
規
の
足
元
。 

各
種
機
器
の
電
源
を
点
け
る
吉
規
の
手
元
。 

吉
規
、
工
場
の
隅
か
ら
パ
イ
プ
椅
子
を
工
場 

内
の
通
路
に
持
っ
て
く
る
。 

機
器
が
稼
働
し
始
め
る
音
。
そ
の
最
中
、
吉 

規
は
、
パ
イ
プ
椅
子
に
座
る
。 
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機
器
の
稼
働
音
が
次
第
に
大
き
く
な
る
。 

吉
規
、
俯
き
な
が
ら
目
を
瞑
り
、
腕
組
み
を 

し
な
が
ら
、
稼
働
音
に
耳
を
澄
ま
せ
る
。 

工
場
の
窓
か
ら
少
し
、
月
が
覗
く
。 

吉
規
、
窓
を
眩
し
そ
う
に
見
上
げ
る
。
そ
の 

後
、
再
度
俯
き
な
が
ら
目
を
瞑
り
、
機
器
の 

稼
働
音
に
、
耳
を
澄
ま
せ
る
。 

吉
規
の
口
元
が
次
第
に
震
え
て
く
る
。 

 

〇
県
道
４
号
線
（
夜
） 

真
っ
直
ぐ
伸
び
る
海
岸
線
沿
い
の
道
路
に
今 

治
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
一
台
停
車
し
て
い
る
。 

海
岸
沿
い
の
堤
防
の
上
に
は
、
缶
コ
ー
ヒ
ー 

を
飲
み
な
が
ら
、
海
を
見
つ
め
る
今
井
の
姿
。 

穏
や
か
な
波
音
が
響
き
渡
る
。 

今
井
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
携
帯
の
通
知
が
鳴
る
。 

今
井
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
携
帯
を
取
り
出
す
。 

今
井
、
携
帯
画
面
を
覗
き
込
む
。 

携
帯
画
面
「
吉
規
：
今
日
の
朝
礼
後
い
い
？
」 
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○
株
式
会
社
丹
張
・
第
一
工
場 

壁
一
面
に
は
色
鮮
や
か
な
ボ
ビ
ン
。 

吉
規

N

「
伝
統
に
触
れ
る
こ
と
は
誇
ら
し
か
っ
た
」 

工
場
内
に
は
多
様
な
機
器
。 

吉
規

N
「
た
だ
、
伝
統
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
は
決
し

て
望
ん
で
は
い
な
か
っ
た
」 

糸
を
ク
リ
ー
ル
に
立
て
る
様
子
。 

吉
規

N

「
拭
え
た
も
の
、
拭
え
き
れ
な
か
っ
た
も
の
。

果
た
し
て
ど
ち
ら
の
方
が
多
い
の
か
？
」 

木
管
に
糸
を
巻
き
取
る
様
子
。 

吉
規

N

「
た
だ
、
大
事
な
の
は
数
で
は
な
い
と
思
う
」 

木
管
か
ら
柄
模
様
の
順
に
糸
を
巻
く
様
子
。 

吉
規

N

「
惹
か
れ
る
事
を
覚
え
、
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
そ
れ
を
呪
縛
と
し
て
捉
え
無
か
っ
た
私
は

幸
せ
者
だ
」 

ジ
ャ
ガ
ー
ド
織
機
で
糸
を
織
る
様
子
。 

吉
規

N

「
時
に
幻
滅
す
る
瞬
間
も
あ
っ
た
が
」 

 

○
株
式
会
社
丹
張
・
第
一
工
場
・
外 

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
製
造
し
た
布
を
荷
積
み
し
、 



創作テレビドラマ大賞 応募用紙 57 

搬
出
す
る
様
子
。 

吉
規

N

「
こ
の
仕
事
は
形
な
き
モ
ノ
も
生
み
出
し
、

そ
し
て
側
に
在
り
続
け
る
存
在
に
な
り
得
る
と
思

い
ま
す
」 

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
敷
地
か
ら
出
て
行
く
様
子 

を
見
送
る
吉
規
と
佐
藤
と
従
業
員

A

。 

吉
規

N

「
あ
の
煌
々
と
し
た
糸
か
ら
生
ま
れ
る
事
を
、

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
私
は
、
考
え
て
い
ま
す
」 

（
了
） 
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